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研究計画内容 【研究背景】  

2024 年 7 月 3 日から新紙幣が導入された今、紙幣は新紙幣と旧紙幣の 2 種類が出回って

いる。飲食店の券売機や自動販売機、両替機などで最近、「新紙幣対応」といった文言を

よく見かける。このように、新紙幣の導入によって、これらの機械を新しい機種へと入れ

替えなければならない企業が大多数ある。そこで、新しく新紙幣対応の機械に変えること

によって、日本全体にどのような経済の恩恵があるのか。新紙幣発行による経済効果と共

に、経済動向の変化について詳しく知るためこのテーマを選定した。 

 

 

【研究内容】  

新紙幣対応するためにかかる券売機の費用の相場や、現金を取り扱う企業の今後の行方

を、新紙幣発行による企業の反応と共に探っていく。現時点では、3社に 1社の企業が日

本経済にプラスの影響があると考えているが、今後この評価がどう変化をしていくのか。

また、キャッシュレス決済も導入されているこの社会で、現金の今後の必要性や、新紙幣

導入がキャッシュレス決済を促進することについても調べていく。その中で、20 年前の

2004年の新紙幣導入による経済効果を参考にしながら研究を進める。 

 

 

【期待される効果】  

経済動向の変化によって今後の経済効果の展望が分かれば、企業も機械を新しい機種にす

るかどうかの判断材料となり、展望が明るければ安心して入れ替えることができる。また、

新しい機種にすることによって経済が回り、景気改善や特需も期待できると考えられる。 
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